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はじめに

調和管理は、物事の均衡と協調状態を成し遂げるためのものであり、さまざまな要素を調和さ

せて効率的に任務を完成させる過程である(1)。 調和管理は、人間の本質的な属性から着手す る

必要があり、人間の消費的属性、生産的属性、及び文化的属性に配慮する必要もある。池田人作

は以下のように指摘 している。 「人 として知、情、意の不均衡はある意味では必然である」。倉康

満ちてすなわち礼節を知る。礼儀を知ることで物質的な豊かさを得る。「礼義廉恥、国の四維」一

一調和管理の実現には文化、道徳、理想を持った人間を養い、人間の真、善、美 とい う徳性を滴

養することを強化 しなくてはならない。池田大作いわく、「自由と秩序とい うのは、人間の尊厳と

して存在 していることを認めることを大前提 として、初めて真の意義をもた らすことができる。

自由は人の本質的な特徴で、自由な人がいなければ、調和社会の活力 と持続可能な発展の原動力

が足りないということになる。 しかし、自由は必ず秩序をもって前提 とし、秩序も自由に帰結し

ている。自由は機能性の原理であ り、秩序は構造的原理である。 自由と秩序は人間の尊厳とい う

結び目によって、調和に達す る。人間社会には、地球村の村民一人ひとりに存在の尊厳、享受の

(1)「 管理」という言葉は中国古来から存在 した。ただ しその詳 しい定義にっいては複数の解釈が成り立っ。

宇而か ら判断すると、管理は 「管轄」 「処理」 「人の管理」 「事柄の処理」といった意味を持ち、一定

範囲の人や事柄を手配 ・処理するということになる。

管理の定義は、広義 と狭義に分けられるが、本論文における管理とは広義の内容を指 しており、他者

を通じて活動を完了させることを表す。活動を管理することは、一定の環境条件において展開されるが、

環境は出会いや機会を提供するものであるとともに、挑戦や脅威が存在するものでもある。この環境の

存在を正 しくとらえ、一方では優れた社会の物質的環境や文化的環境を創造するために組織を作 り、努

力することが必要 となる。他方で、管理の理念や方法は、環境条件にしたがって臨機応変に対応できな

ければならない。

本論文中の 「人の本質 ・属性にしたがって調和のとれた管理(和 譜管理)を 行 う」、 「人の尊厳 とは、

自由と秩序とを有機的に統一 し調和するよう結びっけることである」、 「共生の精神で調和の取れた世

界を構築する」という文言は、池田思想の精髄であるが、中国の伝統的な文化においても、人員の分業、

共同、組織、指揮、指導、統制の重要な運用方策であ り、秩序ある管理環境と文化的基礎を根本から実

現することを意味する。中国伝統文化の影響は長い歴史をもつが、その中か ら中国独 白の課題に対する

管理の道を探ることは、少なからぬ意義を持っと思われる。
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尊厳 と発展の尊厳をもたせるべきである」(2)。

共生 とは、異なる人間あるいは組織が、各 自の欲求(生 存、発展など)に 応 じるために、各自

の相対的に優位な位置に立って、互いに釣 り合いをとりっっ、相互提携 と共同発展を通じて互恵

共栄を達成することにより形成された状態をさしている。私たちが思 うのは、共生関係の上で生

まれた 「共生気質」は、共同体が仁愛、調和、寛容、忠孝、進取、超越などに基づいて用いる処

世の方式である。これは共同体が自我の道徳修行を通 して、天、地、人に広大な気持ちをいだい

た り責任をとった りする徳性と気質である。池田大作は現在も 「共生の道徳気質」を人類未来の

目標 としている。もし 「共生」とい う思想を広範囲に広め、人類社会のさまざまな問題を解決す

るために 「大同」とい う思想 を用いれば、そして 「共生気質」によって、国 と国、民族と民族の

共通点を求めれば、調和世界を創造する念願がかなうに違いない。これが池田人作の調和管理の

思想宝庫における至宝であり、本稿ではそれをいくっかの方面か ら探求 していこうと思 う。

1.人 間の本質属性から調和管理を行う

調和管理は、主に人間を中心にす る管理過程である。社会経済生活の中で人間 とさまざまな資

源をよく配置 し、調和の域に達す るために、人間本質の属性か ら着手 しなければならない。っま

り、人の本能を研究 し、人間の消費属性、生産属性、文化属性を注 目するとい うことである。孟

子いわく、「天時は地の利に如かず、地の利は人の和にしかず」(時 は自然の状況にはかなわず、

その自然状況は人の輪にかな うことはない)。人間と生態、人間と宇宙空間の関係において、人の

和は非常に重要なことであり、依正不二、すなわち生命体から創造 された調和は天人合一(人 と

白然の調和)の 重要な要素である。人間の内在的な本性は、生命の創造力の本来の源泉から起こ

った、あるいはそこから受け継いだものである。生命本能 白体は、2っ の再生産を行 う。1っ 目

は、種の生産を継続させること、っまり生殖などの本能的な活動である。2っ 目は、人間の肉体

の存在を保証するために行 う生産である。っまり、物質生産性労働である。マルクスが述べたと

お り、「生産生活はもともと類生活(或 る種の生活)で 、命を生む生活である。或る種のすべての

特性、種の類特性は命の活動の性質におけるものであり、人間 としての類特性は自由であ り、自

覚的な活動である」(3)。松下幸之助は 「欲望そのものは生命力の現れである」と考えている(4)。

池田大作は 「本能は人間と動物の生まれっきある本質と能力で、欲求の一種である」(5)、「欲求

は生命が自分自身を維持 して充実す るための動力である」(6)と述べた。池田大作は、調和管理の

本質を深く分析 して調和管理の理論体系を作り上げるため、欲求を4類 に分けている。1っ 目は

本能的欲求、2っ 目は人と人および社会 との関係から生まれた欲求(気 持の欲求 と称する)で あ

る。3っ 目は知識、真理、美、愛などと関わる欲求(精 神的な欲求と称する)で ある。4っ 目は、

(2)池 田大 作
、 松 下 幸 之助 『人 生 問答 』 † 立 強 訳 、 北 京1中 国 文 聯 出 版 社 、2000年 、14頁 。

(3)『 マ ル ク ス ・エ ン グル ス全 集 』 第42巻
、 北 京1人 民 出 版社 、1979年 、96頁 。

(4)池 田 ・松 下 『人 生 問答 』
、14頁 。

(5)池 田 ・松 下 『人 生 問答 』
、15頁 。

(6)池 田 ・松 下 『人 生 問答 』
、14頁 。
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人間の命がそれを生む大宇宙生命のなかに浸って、大宇宙生命 とお互いに融合 しあう、もしくは

お互いに融合 しようとする根本的な欲求(宗 教的欲求 と称す る)で ある(8)。 上述の欲求にっい

て、4種 類の分類は人間生命に内在 した欲求の段階性を研究する。また、人間は自分の異なる種

類の欲求を満足させるため、さまざまな動機を生み、自分の行為の目標を定め、それによって絶

えず生命力に満ち溢れ、引き続き追求し、社会経済の各種の活動に参加 し、社会の各分野、家庭

の各種の矛盾を適切に処理し、物事を首尾よく円満に解決する法則性を探求する。

アメリカの人本主義心理学者のマズローは、欲求を5っ のレベルに分けた。それは、生理的欲

求、安全的欲求、情緒的欲求、尊重的欲求、自己実現の欲求である。調和管理においては、人間

の衣、食、住、医療に対する基本的な欲求を満たすだけでなく、さらに、生理的欲求を満たした

後の安全欲求、友情、愛情、帰属などの欲求にも注目すべきである。他にも、人間の真、善、美、

公平、円満および法律などのさらに高いレベルの動機あるいは欲求を満たすことも必要である。

マルクスとエングルスの欲求レベル理論によると、生存欲求 と享受欲求が満たされた後の、発展

の欲求に注 目する。ある程度人間の物質的欲求を満たす ことは管理が1頂調に行える基本的な条件

であり、ある地域ある国では食事さえできない状態で調和を語ることは意味をなさない。同時に

ある地域、ある国、ある組織は不公平に分配を行い、社会の富の格差が大きくなったことも人間

に心理のバランスを失わせ、社会変動の要因となる。そのため、経済成長が物質的富を創造する

なかで、能率 と公平に注意す ることは調和管理の必要条件である。

人間の物質欲望を満たすことは調和管理を行 う必要条件であるが、十分条件ではない。人間は

衣食の問題を解決 してから、精神生活を求める。人間は物質的富を創造 し、生理的要求を満たす

とともに、人間白身の白由と人類の発展要求を満たすために、精神的な富を創造する。「人類にと

って、白身の生存にしても、発展にしても、世界の認識にしても、世界の改造にしても、絶えず

に様々な文化からの要求が起こる」(9)。また、「私たち人類が必要としているものは食物、水、

家だけでなく、報酬がある仕事、自尊、社会から認められるだけでもなく、ある生活の目標、実

現 したい夢、責任を負 うことである」(10)。そのため、人と自然、人と人との矛盾を真に解決する

ために必要なことは、人間の心を統轄 し、人間を励ます先進的な文化で規律 し、導き、影響を与

えることである。先進的な文化の力はそれぞれの要素を均衡 させ、さらに経済を発展させ、民主

を健全にし、科学教育を進め、文化 を繁栄 させ、社会を調和 させ、国民の生活を豊かにさせ、自

然人 という存在から知識人への転換を実現 させる強い動力なのである。ある意味からい うと、「知

礼侠含稟実」(倉康満ちてすなわち礼節を知る)で ある。知識は生産力で、人の精神力も物質を創

造する力にすることができる。礼(礼 儀)、儀(正 義、義理)、廉(清)、 恥(廉 潔で恥を知る)は 、

人間の核心的な価値体系だけではなく、ある地区、ある国の調和 と安定にもつながっている。先

秦(秋 春戦国時代)の 古典 「管子牧子」が描いたように、「国の四維、一維が絶 えたら傾 く、二維

(8)池 田 ・松 下 『人 生 問答 』
、14頁 。

(9)李 金 斉 「文 化 自覚
、 文化 創 造 及 び 調 和 文 化 世 界 の構 築 」 『探 索 と争 鳴 』 上海 、2007年 、21頁 。

(10)ア ー ヴ ィ ン ・ラ ズロ 『ブ ダペ ス ト ・ク ラ ブ 全世 界 的 問題 最 新 帳 告 一 第 三 番 目の 千 年 』
、 北 京1社 会 科 学 文

献 出版 社 、2004年 、147頁;李 金斎 「文 化 自覚 、 文 化 創 造 及 び 調 和 文 化 世 界 の 構 築 」、22頁 。
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が絶えた ら危ない、三維が絶 えたら覆る、四維が絶えたら消える。傾いた り、危なかった り、覆

った りした場合、直すことができるが、消えたらもう直せない。四維 とは礼、儀、廉、恥とい う

ことである」 といえる。「礼儀廉恥、国の四維」とい う哲理は、「調和社会において法律、制度、

政権の拘束は免れない、また、人々の理想、信仰、情操(高 次の感情)、風俗、習慣などの要素も

調和管理には要ることである」とい うことを表す。

そのために、私たちは調和管理 を実現するには文化、道徳、理想をもっ人を養成すること、人

に真、善、美の習得を強いる必要がある。池田大作が述べたとお り、「知、情、意 とは人間の精神

的な3種 類の機能である。ここで、知は知性、理性の機能、情の意味は感情で、情念(強 い感情)

などの機能で、意は意志、意欲とい う意味だ。人間において、知、情、意のある程度の不均衡は

必然的なことかもしれない。私たちも自分の生命を明らかにする、堅い意志がある、豊かな心情

と知性の光が輝いている、主体的な自我を確立 させるための努力が必須である」(11)とい うことな

のである。

知、情、意の円満な調和、不均衡から均衡までは簡単な循環ではなく、個人 と社会の共同発展

の過程であり、この均衡に達成す る過程で個人が自由で全面的な発展をする調和関係 を確立する

ことができる。

2.人 間の尊厳は自由と秩序が有機的に統一する調和的な結び 目である

14世紀にはじま り16世紀において最 も栄えたルネ ッサンスは、人間の尊厳を強調 した。ミラン

ドラの 『人間の尊厳』はその時期の代表的作品である(12)。ルネッサンスの最も大きな成果は観

念の面で真実の個人を復活させ、抽象的で、集団的で、従属的な人間を否定 して、個人と個体の

価値、尊厳 と偉大さを肯定し、個人がいかなる集団の従属者になるべきではない と断定 して、個

人が自身の運命の支配者だと主張した。すべての人は独立 した小 さい宇宙で、すべての人は無限

の潜在能力を持ち、その無限な潜在能力を実現する権利があるというヒン トを、ルネ ッサンスは

私たちに与えてくれた。「これこそ近代的な民主文明とその制度体系の観念の基礎」(13)と劉軍寧

は述べている。池田大作は人の尊厳を極めて重視 し、「人の尊厳」とい う 「鍵」を使い、「自由と

秩序が矛盾である難問」とい う 「錠」を開けた。これはヨーロッパのルネ ッサンスと同 じように

重要な意義を持っだけではなく、調和管理にとっても極めて重要な問題を解決 した。池田大作と

松下幸之助の 『人生問答』の対話の中でその答えが容易に探 し当て られる。

松下は 「自由が極端になると、秩序は混乱しやすい。秩序を重視すると、自由を失いやすい。

世界の多くの国家はそれぞれ偏 っているので、様々な問題が生 じたようである。いったい自由と

秩序を両立させると同時に社会を繁栄させる方法はあるのか。」(14)と述べた。池田は 「自由と秩

序は、ただそれらを一人の尊厳であることを承認するという大前提を通 じてのみ、本当の意義が

(11)池 田 ・松 下 『人 生 問答 』
、14頁 。

(12)劉 旭 光 「わ が 国 に は一 体 どん なル ネ ッサ ン スが 必要 か 」 『探 索 と争 鳴 』 上海
、2007年 、19頁 。

(13)劉 軍 寧 「中国 ル ネ ッサ ン ス を起 こす べ きだ 」 『南 方週 末 』2006年12月7日
、B15。

(14)池 田 ・松 下 『人 生 問答 』
、149頁 。
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生 じうる。今 日の私たちは歴史上の多くの経験から多くの知恵を獲得 した。例えば、白由を束縛

することは人間にとって主体性と創造性を剥奪する不幸な状態 とい うことを認識 した。秩序がな

いことは社会を混乱させ、人間の生活を脅す不良な社会の状態である。そ して、自由(社 会の行

動の幅)を 拡大することと社会の秩序を維持することとを両立 させる方法を久 しく探している。

ヨーロッパでルネ ッサンスから始まった封建社会の崩壊 と、近代の市民社会の誕生の過程は、人

間の尊厳が学術面や、宗教面、および実践面で再び承認 されたことと同一の軌道で行われたので

ある。秩序 と自由は、もし目的を明確にすることができれば、お互いに矛盾 しないで、自動車の

エンジンとブ レーキのように、両者 とも必要である このような道理を理解 してからこそ、そ

れ らを正確に運用することができる」(15)と述べている。

自由は人間の本質的な特徴で、自由な人間を欠 くと、調和社会の活力 と持続可能な発展の原動

力が不足することになる。しかし、自由は必ず秩序をもって前提 とし、秩序も自由に帰結してい

る。自由と秩序の有機的な統一があれば、調和管理を通 じて秩序立って自由に満ちた社会を築く

ことができる。また、生命の尊厳をよく考慮 してこそ、自由と秩序は、人間の生命権 ・享受権 ・

発展権が尊重され保護 されていることによって輝きを放っ。

『周易』は人類の管理の行為を 「経論」にたとえている。経論の意味は纏れた糸を整理して、

糸 口を見出し、乱れた無秩序の状態を規則正 しく整然とした秩序ある状態に変える。 『屯卦・象

佑』では 「云雷・屯。君子以姪鎗」 と述べている。 「屯卦」

の卦象か らみると、 「攻」は上で 「震」は下である。 「攻」は 「雲」で 「震」は雷であ

る。雲は雷の上にあって,雨 が降 りそうだが降っていない。それは剛 と柔が交わ り始めたばか り

では、陰陽がまだ うまく融合していないことを現 してお り、 「屯唯」の世を象徴する。天体現象

か ら言えば、これは天地が作られたばかりの時、雷雨の動きは宇宙に充満 して、混沌とし、万物

が 目覚め、活気にあふれているが、困難に満ちていて、世界中は乱れている無秩序な状態を呈し

ている。人事にとっても、それと同じように、調和のとれた秩序はまだ築かれていないので、社

会はおよそ安定 していない。天道 を参考にして人事を明らかにする、剛健で立派なことをなす と

いう姿勢が提唱されるべきである。纏れた糸の整理のように、糸 口を見出 し、縄を編むことによ

って無秩序な状態を秩序がある状態に変える。 『周易』によると、宇宙 と自然の組織は2つ の異

なる方面が共に構成 したものである。一っは陰陽を区別することで、もう一っは陰陽を融合させ

ることであり、両者とも不可欠である。 『系辞』では 「天地綱綿、万物化醇。男女絢精、万物化

生」 と述べている。 「天地」 「男女」は陰陽の区別を示す。 「綱綿」 と 「絢精」は陰陽を融合さ

せることである。陰陽を区別す ることは、天は尊 く地は卑 しくて、男女は違い、それぞれお互い

に相対 して、自分の役割にっく。それは構造上、段階的で正常な秩序を表す。陰陽を融合させる

ことは、天は地と互いに反応 して、男性 と女性の営みによって、万物を生み出 し、活力が満ちあ

(15)池 田 ・松 下 『人 生 問答 』
、150頁 。
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ふれている。それは陰陽の機能の面では完全に打ち解けて一体 となった調和に表れる(16)。

人類社会で、自由と秩序は矛盾 しっっ も、統一 しているのである。 自由は機能的原理で、秩序

は構造的原理であり、『周易』が述べるとお り、陰陽の区別も、陰陽の融合もある。自由と秩序は

人の尊厳を通 じて結ばれ、陰陽の区別 と陰陽の融合の動態的なバランスの中で調和の状態に達す

る。まさに 『周易・象辞』が述べているとお り、陰は陽と成 り立ち、陽は陰を得ることでのみ秩序

立ち、剛 と柔のバランスを保っことを和 と称 し、万物はそれぞれその和を得て生まれる。人類社

会は地球村のすべての村民に生存の尊厳、享受の尊厳 と発展の尊厳を持たせるべきである。

3.共 生気質によって調和の取れた世界を構築する

池田人作は共生を調和管理の理論的基盤 として、共生気質によって調和の取れた世界を構築す

ることを推進 している。まさにイン ドのチャン ドラ博士が以下に述べたとお りである。「池田先生

はアショーカ王と同 じように、半世紀以来 『法華経』の精神を終始 し貫徹 し、自分の使命として

人類の幸せ と世界に平和にできる限 りの力を注いでいる」(17)、「池田先生は分断された人類の う

ちの存在 と外の裂け目の問に橋をかけ、物事 と価値を一体化 させることを工夫 している。人間の

存在に意味を新たに見出 し、それを表現することで、変わらぬ方針を提供 してくれた」(18)。

経済のグローバル化および消費本位主義によりもたらされた衝突に対 して、池田大作はインド

と中国の優秀な伝統文化から解決方法を見っけた。「人類は今のところ、数多くのグローバルな問

題に直面 している。特に環境問題にっいて、世の中は今、東洋の自然観、すなわち、『自然と人類

は本来なら一体である。自然そのものはこの上なく貴重である』 という理念を通 じて、全世界の

共通認識をすることを望んでいる」(19)。チャン ドラ博士が 「共生」の思想ならびに多元の 「意思」

を通 して環境汚染、資源不足、国境紛争などに対応することを提唱 した時、池田大作は、とりわ

け注 目されるべきことは中国社会に語り継がれてきた 「共生気質」だ と述べた。なぜなら中国の

民情は対立よりも、融合を求め、分断よりも結合を大切にし、個人よりも集団の方に意を用いる

のである。そ して、人と人、人と自然とのさまざまな多元的段階を尊重することで共生共栄を追

求することができる社会だからである。康有為らの提唱 した思想は 「共生の気質」を受け継いだ

と言えるだろう(20)、と述べている。これに対 して、チャンドラ博士は次のように述べている。

池田先生は今まで 「共生の道徳気質」を人類未来の目標 としている。言い換えれば、人類が重視

すべきことは 「抑圧」ではなく 「協調」であり、「私」ではなく 「私たち」である(21)。

共生理論は生物学の理論であ り、社会科学の理論でもある。共生概念は1879年 、アントン ・ド

(16)方 立 天
、 醇 君 度 編 『儒 学 と中 国文 化 の現 代 化 』 北 京1中 国 人 民 大 学 出 版 社 、1998年 、250頁 、260頁 。

(17)池 田大 作
、 ロケ ッシ ュ ・チ ャ ン ドラ 『東洋 の哲 学 を語 る』 明報 出 版社 、2005年 、67頁 。 ア シ ョー カ 王 、古

代 イ ン ドを 初 め に統 一 したマ ウ リヤ朝 の第3代 の 王 。 仏 教 に帰 依 し、 理 想 政 治 を施 した。

(18)池 田 ・チ ャ ン ドラ 『東 洋 の哲 学 を語 る』
、vr。

(19)池 田 ・チ ャ ン ドラ 『東 洋 の哲 学 を語 る』
、186頁 。

(20)池 田 ・チ ャ ン ドラ 『東 洋 の哲 学 を語 る』
、186頁 。

(21)池 田 ・チ ャ ン ドラ 『東 洋 の哲 学 を語 る』
、251頁 。
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バ リーによってはじめて定義 されて、違 う生物が一緒に暮 らす状態を意味する。生物学における

共生は、二種類の生物が各自の必要(捕 食、防衛、繁殖など)を 満たすために組織された戦略的

な連合である。社会科学の面から見ると、共生は成長、発展、機会 と互恵共栄を意味する。管理

学の面か ら見れば、共生は異なる人間あるいは組織が、各 自の欲求(生 存、発展など)に 応 じる

ために、各自の相対的に割と優位な位置に立ち、互いに釣 り合いをとって、相互提携と共同発展

を通 じて互恵共栄に達成することによって形成 された状態をさす。共生関係はそれぞれの共生単

元の問に物質、情報、エネルギーの関係を反映する。共生関係を発展 させるのは実質的には共同

体の物質、情報、エネルギーを有効的に発生、交換、配置 させることに当たる。その上に、共生

の過程には必ず新たな共生エネルギーを生むことも共生関係の本質を表現する。このエネルギー

は共生関係による増加 された純エネルギーである。共生エネルギーを生まない共生関係は継続 し

がたい。

したがって、共生気質にっいては次のことがいえる。共生関係のもとに生 じた 「共生気質」は

共同体が仁愛、調和、寛容、忠孝、進取、超越などの精神に基づいて とった処世の仕方を意味す

る。共生気質は、共生の主体が道徳と理性の面から人間の主体 自覚価値 と意義を高め、尊敬 し、

そ して高揚させることを体現している。内在的品格を昇華するために自我の道徳生命の完全性を

求める。一方、外在的期待に達す るために、客体の社会構造を完全なものにすることを追求する

のである。すなわち、共生気質は、共同体が自我の道徳鍛錬による天、地、人間に対する広く豊

かな思いであり、進んで責任を取る人品と気質である。そういう共生気質の影響で、人間は多元

文化を認めることができるし、一人一人の価値や、集団の価値 と自然の価値が相容れるようにな

る。ゆえに共生気質は互恵協力、相互活性、共同適応、共通の発展や繁栄に至る調和世界を構築

することに対 して、積極的な理論的意義 と現実的意義を持っている。

中国文明は5000年 にわたる長い歴 史を持っている。中国文明にある優れた伝統文化の伝播 と交

流は、人類社会の進歩を促進 していた。イギリスの学者ジョセブ ・ニーダムは 『中国の科学と文

明』とい う著作で次のように述べている。「中国は、科学技術ばかりでなく、他に多くの精華も人

類に貢献できる。中国人は人の尊厳と篤信 し、頭脳労働 と肉体労働を尊重 し、内在的道徳品行お

よび全世界で抑圧されている人々に同情することを重んじる。世の中は中国文明によってはぐく

まれたことを認識すべきである」(22)。人類社会が21世 紀に入ってから、世界経済一体化 と地域経

済集団化に伴って、各民族、各国家は新 しいチャレンジに直面 している。情報化 と交通技術が発

展するにつれて、異なる文化や価値観の問の交流のスピー ドはしだいに増 し、交流の範囲もます

ます拡大 している。同時に、産業化の推進によって各国家、各地域のエネルギー、鉱産物、木材

の需要量が大幅に増加 している。 グローバル経営の場合、さまざまな経済的利益集団と政治機関

が絡み合っていることにより、文化衝突、経済衝突、政治衝突までも頻繁に起きている。飢餓、

戦争、地球温暖化は人類の進歩と発展に由々しき影響を与えている。上述のような各種の矛盾を

(22)江藍生 『新世紀の東西文化交流に向かう』か ら再引用
。王橋、駄田井正/編 『東アジア社会経済発展の比

較』社会科学文献出版社、2004年 、51頁 。
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取 り除いて衝突を確実に解決 し、調和世界を築 くためにはどうすればよいのだろうか。多方面に

わたって 「共生」という理念を広げて、「大同」という思想を人類社会におけるさまざまな問題を

処理する考え方に据えるならば、この世界はきっといっそう美 しくなるだろう。康有為の述べた

とお り、「大地に生まれた以上、地球上の人々はみな同胞である。相互理解を深めさえすれば親 し

くなれる」(23)のではなかろ うか。

国際関係や国際情勢と取 り組むとき、「仁」から物事を考えて、東西の質的に異なる文化にっい

ての交流 と融合を強調し、礼儀 と礼状を重視 し、調和 と 「共生気質」を通 して国 と国、民族と民

族 との問にアイデンティティーと共通認識を求め、「互恵共栄」とい う原則にもとついて目標に達

成できるとすれば、ハンチン トンによる 「文明の衝突」は 「文化のアイデンティティー」に変え

ることができ、調和世界も実現されるだろう。

(23)池 田 ・チ ャ ン ドラ 『東 洋 の哲 学 を語 る』
、186頁 。
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